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〈小学校 算数 解説〉 

 

 設問１  (1) 

１ 解説 

  趣旨 

  異種の二つの量の割合として捉えられる数量について、その比べ方や表し方を理

解しているかどうかをみる。 

 

  ■学習指導要領における領域・内容 

      〔第５学年〕  Ｂ 量と測定 

(4)  異種の二つの量の割合としてとらえられる数量について、その比べ方

や表し方を理解できるようにする。 

ア 単位量当たりの大きさについて知ること。 

  ■評価の観点 

       数量や図形についての知識・理解 

 

   解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

１  (1) （正答の条件） 

 次の①、②の全てを書いている。 

① 「1.92」「1.86」「1.89」が学級ごとの一人当たりの保健  

 室の利用回数を表していること。 

② 学級ごとの一人当たりの保健室の利用回数が最も少ない学

級が安全に気を付けて過ごした学級と判断して、２組を表彰

すること。 

 

（正答例） 

「1.92」「1.86」「1.89」は、学級ごとの一人当たりの保健 

室の利用回数を表している。一人当たりの利用回数が最も少な

いのは、1.86 の２組なので、２組を表しょうするのがよい。 

１ ①、②の全てを書いているもの ◎ 

２ ①を書いているもの  

３ ②を書いているもの  

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

 

  ■誤答について 

   「1.92」「1.86」「1.89」は、学級ごとの一人当たりの保健室の利用回数を 

    表していることは理解できているが、数値の大小から、より安全に気を付けて 

  過ごした学級を判断することができていないと考えられる。（解答類型２） 
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２ 学習指導に当たって 

 ○ 単位量当たりの大きさを求める式と商の意味を理解できるようにする 

利用回数１回当たりの人数を比べる場合と、一人当たりの利用回数を比べる場合

があるので、どちらを単位量として設定しているのかについて判断できるようにす

ることが大切である。 

   例えば、「54÷28」や「30÷56」という式の意味を問題場面や図と関連付けて捉 

  えることができるようにすることが大切である。さらに、求めた商の意味を考え、 

  その数値を比較する活動を設定することが考えられる。その際、「人数がそろって 

  いるときは、利用回数の少ない方が安全に気を付けている」ということを想起し、 

  人数を一人にそろえたときも、利用回数の少ない方が安全に気を付けて過ご    

  したと判断できるようにすることが大切である。 

 

 

 設問１ (2) 

１  解説 

  趣旨 

  三つの棒グラフを読み取り、どのけがについても、３組の利用回数が一番多いこ

とが適切ではない理由を説明することができるかどうかをみる。 

 

    ■学習指導要領における領域・内容 

       〔第３学年〕 Ｄ 数量関係 

(3)  資料を分類整理し、表やグラフを用いて分かりやすく表したり読み取

ったりすることができるようにする。 

ア 棒グラフの読み方やかき方について知ること。 

■評価の観点 

数学的な考え方 

 

  解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

１ (2) （正答の条件） 

 たくやさんのグラフから、三つのグラフの一目盛りの大きさが

そろっていないことに気付き、次の①、②のいずれかを書いてい

る。 

① グラフの一目盛りの大きさに着目し、３組のグラフだけ、

１組、２組のグラフと一目盛りの大きさが違うことを理解

し、表現している。 

 ② けがの種類の利用回数の数値に着目し、正しく読み取っ

て、表現している。 
 

（正答例） 

・三つのグラフのうち、３組のグラフだけ一目盛りが５回にな

っているからです。 

・目盛りの数値を読むと、すりきず、切りきずは、３組が一番

少ないからです。 

など 
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１  ①を書いているもの ◎ 

２  ②を書いているもの ◎ 

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

     

 

２ 学習指導に当たって 

 ○ グラフを批判的に考察し、情報を正しく読み取ることができるようにする 

   複数のグラフを比較するときは、それぞれの目盛りの大きさ等に留意して的確  

  に読み取ることができるようにすることが大切である。 

   指導に当たっては、複数のグラフを提示し、項目ごとの大きさを比較する活動が考 

  えられる。例えば、本設問のような一目盛りの大きさの異なる二つのグラフを扱う場 

  面を設け、それらのグラフを同じ目盛りの付け方でかき直し、重ねて比較する場面を 

  設定することが考えられる。 

 

 

 設問１ (3) 

１  解説 

  趣旨 

  二つのグラフを比べ、項目ごとに３学級の利用回数を並べて表したグラフの分か

りやすい点について、理解しているかどうかをみる。 

 

    ■学習指導要領における領域・内容 

       〔第３学年〕 Ｄ 数量関係 

(3)  資料を分類整理し、表やグラフを用いて分かりやすく表したり読み取

ったりすることができるようにする。 

ア 棒グラフの読み方やかき方について知ること。 

  ■評価の観点 

       数学的な考え方 

 

 

  解答類型 

問題番号 解 答 類 型 正答 

１ (3) 

 

（正答の条件） 

 次の①、②の全てを書いている。 

 ① けがの種類ごとに利用回数を比較すること。 

 ② 学級ごとに利用回数を比較すること。  

（正答例） 

けがの種類ごとに、どの学級の利用回数が多いか。 

１  ①、②の全てを書いているもの ◎ 

２ ①を書いているもの  

３ ②を書いているもの  

99 上記以外の解答  

０ 無解答  
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２ 学習指導に当たって 

 ○ 様々なグラフの特徴を理解し、目的に応じて、適切なグラフを選択できるよう

にする 

    問題を解決するために、目的に合った適切な表やグラフを選択したり、読み取った 

 り、グラフどうしを関連付けて解釈したりするなど、表やグラフを活用できるように 

 することが大切である。 

指導に当たっては、提示されたグラフから何が読み取れるかを問うことで、それぞ 

  れのグラフの特徴を明らかにすることが考えられる。算数科の学習だけでなく、社会 

  科や理科等の学習においても、グラフを用いる場面がある。その際、算数科で学習し 

  た知識を基にして、様々なグラフから数量等を読み取ることができるようにすること 

  が大切である。 


